
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■トンネル区間の改修内容 

・今回の改修では、現在、１秒間に約１０ｍ３（立方メートル） 

の流下能力に対し、１秒間に９０ｍ３の水を流すことができ 

るように、新しいトンネルを作ります。 

・これにより、安永川の流下能力が９倍となり、１０年に１回 

の確率で降る雨（時間雨量６３ｍｍ）を流すことができるよ 

うになります。 

 

■開水路区間の改修内容 

・トンネル区間上流の掘り込み河道区間では、 

「やすらぎとふれあいの水辺づくり」を整備の方針として、 

河川改修をおこなっていきます。 

・開水路区間では植物や生物の生態系に配慮した『多自然川 

りづく』の手法により、変化に富んだ水際部を創出し、豊 

かな自然環境の再生を目指します。 

 

■矢作川合流部の排水樋門建設 

・矢作川との合流部に建設される排水樋門は、函体が横方 

向に４連に並ぶもので、ハーモニカのような外観をする 

ものです。 

・樋門延長は約６４ｍで矢作川堤防に敷設され、明治用水 

路を下越ししていきます。１函体につき、高さ３.６ｍ、 

幅５．９ｍの大きさで、全体で１秒間に１００ｍ３の水 

を流すことができます。 

・樋門には、魚の通る道である「魚道」を設けることで、 

魚が遡上（そじょう）できるような川づくりを目指して 

いきます。 
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下流開水路断面イメージ（H23 年度詳細設計実施） 

上流開水路断面イメージ（H23 年度詳細設計実施） 
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